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国際語科オープンキャンパス（８月２３日） 今年のオープンキャンパスは２０００名を超える大勢の方にお越しいただきましたが、国

際語科も大変なにぎわいを見せました。ボランティア生徒による国際語科の活動についての説明や、中野先生によるフォトランゲー

ジ、スピーチコンテスト参加生徒による発表会と、国際ブースは盛りだくさんの内容で受験生を迎えました。

ＩＬＣ(International Language 「地球家族」という本を 中学３年生の生徒と保護者 「世界のお茶」を提供しま

Course）カフェは、国際語科 題材にしたフォトランゲージ の方は、国際語科の生徒の した。マテ、ルイボス、

１－Ａに設置しました。 で、ワークショップ！ 説明に注目！ ジャスミン、そして麦茶。

１１月末の英語スピーチ 練習途中ではありますが、 掲示した写真を見せながら、 部員の大半が国際語科の生徒

コンテストに出場予定の生徒が、 声も大きく、仕上がりも 国際語科の魅力を紹介。 であるＥＳＳ部が英語のワー

スピーチを披露しました。 上々のようす。当日楽しみ！ だんだん説明も上手に！ クショップをしました。

夏休み、こんなボランティアをしました！ 国際語科生徒が参加し

た夏のボランティアの中で、多くの人数が参加したものでは、以

前掲載した「港南台国際協力まつり」「瀬谷ボランティアバス」

でした。そのほかにも以下のようなボランティアに参加してきた

生徒の感想をご紹介します。

体験授業は、ジェームズ 授業後も、生徒と歓談する ○○○○さん（１－Ａ、公益財団法人横浜ユース主催 はまっこど

先生が担当しました。 ジェームズ先生。外国人と うしキャンプボランティア）子どもたちと沢山ふれあえて、小さい子

クオリティは保証付き 普通に話をするのが国際語科 への接し方のコツをつかめたので今後活かせそうです。また、ボ

です！ なんです。 ランティア同士でも仲良くなれたので、とてもいい２日間になり

ました。来年もまた行きたいと思います。

きょうされん生徒交流会（８月１２日）に国際の生徒も参加！ 障害を持った方の働く場の一つで

ある「作業所」の全国集会（きょうされん第３７回全国大会）が今年は神奈川県（パシフィ

コ横浜）で行われます。それに先立って、前々回の福井大会において学校を挙げてサポート

した福井県私立仁愛女子高等学校の生徒やそのＯＧ、今大会に多くの生徒をボランティアに

送り込む予定の私立緑ヶ丘女子学院（横須賀）の生徒と、本校の生徒が交流をしました。国

際語科からも○○○○（１－Ａ）くん、○○○○（１－Ａ）くんが参加して、障害者を取り巻く社

会の現状を一緒に学び、参加者と交流をしました。９月２２日（月）、２３日（火）の大会当

日（パシフィコ横浜で行われます）も、本校生徒が多数ボランティアとして参加します！

歌いながら動いて、 藤井さん「障害はその 短い会でしたが、生徒 仁愛女子高等学校から みんなで撮ったＶＴＲと

アイスブレイキング！ 本人に、ではなく実は 同士だんだんと ボランティア委員会の 手形で作った絵は、

社会に潜んでいます」 打ち解けてきました。 委員長、副委員長が来校。 当日見られます！

「学生ボランティア振り込め詐欺寸劇コンテスト」に、演劇部の○○○○（１－Ａ）さんが出場しました！（８月２２日 神奈川県警察本部）

頻発するオレオレ詐欺（振り込め詐欺）撲滅のための啓発劇を、演劇部が演じています。この日は

神奈川県で啓発劇を行っている高校生、大学生

が集まり、コンテストが開かれました。これか

らも瀬谷区の老人ホームなどで披露する予定で

す。（写真中：「受け子」にお金を渡す瞬間！写

真右：○○○○くん（１－Ａ）も、コンテスト後の

交流会に参加しました。）


